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日
本
文
学
ノ
ー
ト
第
五
十
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
拙
稿
「〈
研
究
ノ
ー
ト
〉「
国
」
字
体
小
考
」（
以
下
「
前
稿
」）
の
中
で
、「
国
」（
國
）
の

異
体
字
「
囻
」
に
つ
い
て
触
れ
た
箇
所
が
あ
っ
た
。

　

	

な
お
大
東
急
本
伊
呂
波
字
類
抄
で
は
、「
囻
人
（
カ
ト
モ
リ
）」（
巻
三
・
カ
人
倫
部
）、「
囻
人
（
コ
ン-

）」（
巻
七
・
コ
畳
字
部
）
と
い	

	

う
表
記
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
本
来
「
カ
ド
モ
リ
」
に
充
て
ら
れ
る
用
字
は
「
閽
人
」
と
思
わ
れ
（
前
田
本
色
葉
字
類
抄
に
も
「
閽	

	

人
（
カ
ト
モ
リ
）」
と
あ
る
）、
こ
の
箇
所
は
誤
写
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
田
本
の
コ
畳
字
部
に
は
「
閽
人
」
の
掲
出
は
な
い
が
、	

	

大
東
急
本
に
お
け
る
振
仮
名
「
コ
ン
」
は
「
閽
」
の
字
音
と
一
致
す
る
。
従
っ
て
こ
れ
自
体
は
「
國
」
の
異
体
字
と
し
て
「
囻
」
を
記	

	

し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
誤
写
が
生
じ
た
背
景
に
は
、
当
時
既
に
「
囻
」
と
い
う
字
体
が
認
知
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考	

	

え
ら
れ
よ
う
。（
一
〇
六
頁
）

　

大
東
急
本
伊
呂
波
字
類
抄
（
室
町
前
期
写
）
に
お
け
る
「
囻
」
字
体
が
こ
の
よ
う
な
出
現
状
況
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、

実
際
に
は
前
稿
の
調
査
資
料
の
う
ち
、
前
田
本
色
葉
字
類
抄
（
鎌
倉
時
代
写
）
の
部
門
名
「
国
郡
」
１

の
表
記
に
「
囻
」
字
体
が
用
い
ら
れ

１　

実
際
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
部
門
名
は
イ
・
ロ
篇
の
み
「
国
郡
付
名
所
」（
ロ
篇
は
部
門
名
の
み
の
記
載
で
掲
出
語
が
な
い
）
で
、ハ
篇
以
降
は
原
則
「
国
郡
付
」
と
な
っ

て
い
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
「
国
郡
部
」
と
称
す
る
。

〈
短
信
〉
前
稿
の
訂
正
と
お
詫
び　

幷
に
三
巻
本
『
色
葉
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類
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』
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」
字
体
に
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の
覚
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て
お
り
、
前
稿
で
は
そ
の
点
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
稿
で
の
古
辞
書
の
調
査
が
見
出
し
項
目
に
現
れ
る
字
体
の
み
を
対
象
と

し
た
も
の
で
あ
り
、
部
門
名
に
お
け
る
使
用
字
体
を
記
録
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
と
は
言
え
部
門
名
の
表
記
と
い
う
も
の

は
見
落
と
し
に
く
い
位
置
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
留
意
す
べ
き
字
体
の
記
録
を
残
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
大
き
な
瑕

疵
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
見
出
し
項
目
の
み
を
対
象
と
し
た
調
査
で
あ
る
旨
も
、
本
文
で
明
記
し
て
い
な
か
っ
た
。
極
め

て
不
正
確
な
結
果
を
示
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
茲
に
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

　

し
か
し
、
前
田
本
色
葉
字
類
抄
に
お
い
て
「
囻
」
字
体
が
出
現
し
た
の
は
ハ
篇
国
郡
部
の
部
門
名
が
唯
一
で
あ
っ
て
、
他
の
篇
の
部
門
名

や
見
出
し
語
に
は
一
切
現
れ
て
い
な
い
。

　

前
田
本
各
篇
に
お
け
る
「
国
郡
」
部
の
「
国
」
字
体
を
示
し
て
み
る
と
表
一
の
よ
う
に
な
る
。

　

字
体
の
分
類
は
前
稿
と
同
じ
く
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

　
　

Ａ
類
：
規
範
字
体
に
近
い
形
（
國
・
谿
・
憬
に
類
す
る
例
）

　
　

Ｂ
類
：
Ａ
類
の
点
画
を
直
線
的
に
省
略
し
た
よ
う
な
形
（「
或
」
の
左
半
部
を
「
三
」
の
よ
う
に
作
る
例
）

　
　

Ｃ
類
：
Ｂ
類
が
さ
ら
に
崩
さ
れ
字
体
の
判
断
を
付
け
難
い
も
の

　
　

Ｄ
類
：
ク
ニ
ガ
マ
エ
内
部
に
明
確
に
「
王
」
を
書
く
「
囯
」

　
　

Ｅ
類
：
ク
ニ
ガ
マ
エ
内
部
に
「
玉
」
を
書
く
「
国
」

　
　

　

表
一
の
通
り
、
前
田
本
に
お
け
る
国
郡
部
の
「
国
」
字
体
は
、
上
巻
と
下
巻
で
異
な
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
巻
上
で
は
、

明
確
に
Ａ
類
「
國
・
憬
」
の
よ
う
な
形
で
書
か
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
Ａ
類
を
基
に
省
略
し
た
と
見
ら
れ
る
Ｂ
類
で
書
か
れ
る
例
が
多
い
。

冒
頭
の
イ
篇
の
み
Ｄ
類
「
囯
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
囯
」
字
体
は
本
項
目
の
見
出
し
字
に
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
特
異
な
例
と
言

え
よ
う
。

　

一
方
巻
下
で
は
、「
国
郡
」
の
部
門
名
は
字
画
を
崩
す
こ
と
な
く
明
瞭
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
Ａ
類
も
し
く
は
Ｅ
類
「
国
」
に
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表一  前田本「国郡」の「国」字体

表二  黒川本「国郡」の「国」字体

巻 篇 部門名 字体 巻 篇 部門名 字体 巻 篇 部門名 字体
イ 国郡付名所 A タ 国郡付 A コ 国郡付 A

ロ 国郡付名所（部門名のみ）A レ （掲出語なし） エ 国郡付 A

ハ 国郡付 囻 ソ 国郡（畳字部に挿入） E テ （掲出語なし）
ニ （掲出語なし） ツ 国郡付 A ア 国郡付 A

ホ （掲出語なし） ネ （掲出語なし） サ 国郡付 A

ヘ （掲出語なし） ナ 国郡付 A キ 国郡付 A

上 ト 国郡付 E ラ （掲出語なし） 下 ユ 国郡付 A

チ 国郡付 A ム 国郡付 A メ 国郡付 A

リ 国郡（官職部に挿入） A 中 ウ 国郡付 A ミ 国郡付 A

ヌ （掲出語なし） ヰ （掲出語なし） シ 国郡付 A

ル （掲出語なし） ノ 国郡付 E ヱ 国郡付 A

ヲ 国郡付 A オ 国郡付 A ヒ 国郡付 A

ワ 国郡付 A ク （掲出語なし） モ （掲出語なし）
カ 国郡付 A ヤ 国郡付 A セ 国郡付 A

ヨ 国郡付 A マ 国郡付 A ス 国郡付 A

ケ （掲出語なし）
フ 国郡付 E

巻 篇 部門名 字体 巻 篇 部門名 字体
イ 国郡付名所 D コ 国郡付 E

ロ 国郡付名所（部門名のみ） B エ 国郡付 E

ハ 国郡付 囻 テ （掲出語なし）
ニ （掲出語なし） ア 国郡付 E

ホ （掲出語なし） サ （部門名闕）
ヘ （掲出語なし） キ 国郡付 E

上 ト 国郡付 E 下 ユ （闕）
チ 国郡付 B メ （闕）
リ 国郡（官職部に挿入） B ミ （闕）
ヌ （掲出語なし） シ 国郡付 A

ル （掲出語なし） ヱ 国郡付 A

ヲ 国郡付 B ヒ 国郡付 A

ワ 国郡付 B モ （掲出語なし）
カ 国郡付 A セ 国郡付 E

ヨ 国郡付 A ス 国郡付 E
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と
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び　
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に
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明
確
に
区
分
で
き
る
。
略
字
「
国
」（
Ｅ
類
）
の
使
用
は
、
巻
上
の
部
門
名
で
は
一
箇
所
（
ト
篇
）
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
巻
下
で
は

よ
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
上
下
巻
の
書
写
態
度
の
差
異
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 　

こ
こ
で
、
前
田
本
と
同
じ
く
三
巻
本
で
、
前
田
本
の
対
照
資
料
・
補
完
資
料
と
し
て
も
頻
用
さ
れ
る
黒
川
本
（
江
戸
時
代
中
期
写
）
を
参

照
し
て
み
る
。
黒
川
本
に
お
け
る
国
郡
部
の
「
国
」
字
体
を
一
覧
に
し
た
も
の
が
表
二
で
あ
る
。

　

前
田
本
と
黒
川
本
の
漢
字
字
体
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
イ
篇
の
語
彙
を
対
象
と
し
た
藤
田
（
一
九
九
五
）
の
詳
し
い
論
考
が
あ
る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
黒
川
本
の
字
体
は
前
田
本
と
比
較
し
て
漢
字
の
画
数
が
増
え
た
例
が
最
も
多
く
（
差
異
が
認
め
ら
れ
る
全
漢
字
の
三
五
・
二
％
）、

特
に
ク
サ
カ
ン
ム
リ
や
モ
ン
ガ
マ
エ
の
形
な
ど
、「
部
首
と
成
り
得
る
形
に
関
し
て
同
じ
種
類
の
部
首
だ
と
分
か
る
範
囲
内
で
黒
川
本
の
方

が
よ
り
丁
寧
に
点
画
を
省
略
す
る
事
無
く
書
き
写
し
て
い
る
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
書
写
態
度
の
差
異
は
今
回
の
「
国
」
字
体
に
つ
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
見
出
せ
る
で
あ
ろ
う
。
黒
川
本
に
お
い
て
も
決
し
て
略

字
体
の
「
国
」
を
使
用
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
前
田
本
と
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
に
Ａ
類
字
体
へ
の
統
一
志
向
が
強
く
、
字
画
を

崩
す
こ
と
な
く
明
確
に
「
國
」
字
体
を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
黒
川
本
の
書
写
当
時
、
既
に
開
成
石
経
体
と
同
一
の

「
國
」
字
体
の
認
知
度
は
高
く
な
っ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
が
（
字
体
規
範
の
変
化
に
つ
い
て
は
石
塚
（
一
九
九
九
）
を
参
照
）、
こ
う
し
た

規
範
字
体
の
変
化
も
黒
川
本
の
書
写
態
度
に
反
映
さ
れ
た
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

し
か
し
特
筆
す
べ
き
は
、
前
田
本
に
お
い
て
唯
一
「
囻
」
字
体
が
使
用
さ
れ
た
ハ
篇
国
郡
部
で
、
黒
川
本
に
お
い
て
も
同
部
に
「
囻
」
字

体
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
黒
川
本
が
前
田
本
を
直
接
書
写
し
た
も
の
で
な
く
、
別
の
写
本
を
介
し
た
写
本
で
あ
ろ
う
こ
と

は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
（
山
田
（
一
九
二
八
））。
他
の
篇
を
見
て
も
前
田
本
の
字
体
を
忠
実
に
書
き
継
い
で
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
決
し

て
頻
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
囻
」
が
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
前
田
本
か
ら
黒
川
本
に
至
る
ま
で
（
恐
ら
く
は
そ

の
中
間
の
写
本
も
）、
ハ
篇
に
限
っ
て
意
図
的
に
「
囻
」
字
体
を
踏
襲
し
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。

　

た
だ
、
い
く
ら
頻
用
さ
れ
る
字
体
で
な
い
と
は
言
え
、「
国
郡
」
と
い
う
部
門
名
の
漢
字
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
書
写
者
が
底
本
の
「
囻
」

字
体
を
「
國
」
の
字
種
と
同
定
で
き
な
い
ま
ま
に
書
写
し
た
、
と
い
う
可
能
性
は
ま
ず
無
い
で
あ
ろ
う
。「
囻
」
の
字
体
に
特
別
な
意
義
を
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持
た
せ
て
い
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
多
種
多
様
に
存
す
る
「
國
」
の
異
体
字
の
使
用
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
今
後
は
特
に
こ
の

「
囻
」
字
体
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

付
挿
入
さ
れ
た
国
郡
部
の
語
彙
に
つ
い
て

　

三
巻
本
色
葉
字
類
抄
の
「
国
郡
部
」
を
巡
っ
て
は
、
収
録
語
彙
が
無
く
部
門
名
の
み
を
掲
げ
る
箇
所
（
ロ
篇
）、
国
郡
に
該
当
す
る
語
彙

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
部
門
名
が
闕
落
し
て
い
る
箇
所
（
前
田
本
サ
篇
２

）
が
あ
る
が
、
そ
の
他
に
、
他
部
門
に
「
国
郡
」
が
挿
入
さ

れ
た
と
思
し
き
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
前
掲
の
表
で
は
通
常
の
篇
と
同
様
に
部
門
名
と
し
て
扱
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
形
態
で

記
載
さ
れ
て
い
る
国
郡
部
の
語
彙
は
い
か
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
。

巻
上
・
リ
篇
（
前
田
本 

七
十
六
丁
オ
・
黒
川
本 

六
十
丁
ウ
）

　
　
　

官
職

付

　

率
分

リ
ツ
フ
ン		



国
郡		



流
沙

リ
ウ
サ

　

律
師

リ
ツ
シ		



竪
者

リ
ツ
シ
ヤ

　
「
流
沙
」
以
下
の
「
律
師
」「
竪
者
」
に
つ
い
て
は
二
巻
本
（
一
五
六
五
年
写
）
に
も
掲
出
さ
れ
て
お
り
、
官
職
部
の
語
彙
と
見
て
間
違
い

な
い
が
、「
流
沙
」
は
明
ら
か
に
官
職
に
属
す
べ
き
語
で
は
な
い
。「
率
分
」
に
つ
い
て
は
、
大
蔵
省
率
分
所
に
関
連
す
る
役
職
を
指
し
て
い

る
可
能
性
は
あ
る
が
、
制
度
名
ま
た
は
単
純
に
「
割
合
」
の
意
味
を
指
し
て
い
る
と
す
れ
ば
「
官
職
」
と
は
見
な
し
が
た
い
。
も
し
「
率

分
」
が
官
職
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、「
官
職
」
の
部
門
名
と
、
本
来
の
官
職
部
語
彙
と
言
え
る
「
律
師
」「
竪
者
」
と
の
間
に
「
率
分　

国

郡　

流
沙
」
が
割
り
込
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
点
は
さ
ら
に
検
討
は
必
要
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
「
流
沙
」
に
つ
い
て
は
、

２　

朱
書
で
「
国
濘
」
と
あ
る
が
、
慣
例
か
ら
言
っ
て
「
郡
」
を
「
濘
」
と
省
画
す
る
と
は
考
え
が
た
く
、「
部
」
の
省
画
と
見
る
べ
き
か
。

〈
短
信
〉
前
稿
の
訂
正
と
お
詫
び　

幷
に
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
国
郡
部
の
「
国
」
字
体
に
つ
い
て
の
覚
書
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仏
教
関
係
の
文
脈
で
中
国
西
部
の
砂
漠
地
帯
（
ゴ
ビ
砂
漠
・
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
）
を
「
流
沙
」
と
称
す
る
こ
と
が
あ
り
（『
日
本
国
語
大

辞
典
』
参
照
）、
地
名
と
し
て
「
国
郡
」
に
採
録
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

同
様
の
現
象
は
ソ
篇
畳
字
部
に
お
け
る
「
国
郡
」
に
お
い
て
も
指
摘
で
き
る
。
既
に
黒
川
本
影
印
３

の
解
説
で
も
示
さ
れ
て
は
い
る
が
、

ソ
篇
畳
字
部
に
「
国
郡
」
の
項
目
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

巻
中
・
ソ
篇
（
黒
川
本 
十
九
丁
ウ
）

　
　
　

畳
字

付

　
（
中
略
）

　

孤
屓

ソ
ム
ク　

虚
言

ソ
ラ
コ
ト　

為
猜

ソ
ネ
マ
ル　
　
　

ソ
ネ
マ
レ
ナ
マ
シ　

国
郡　
　

葱
嶺

ソ
ウ
レ
イ

流
沙
ー
ー　
　

側私
曰

匿
朔
而
月

見
東
方

曰
ー
ー

　
「
葱
嶺
」（
葱
、
原
文
は
「
䓗
」
に
作
る
）
の
割
註
に
「
流
沙
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
葱
嶺
」
と
は
「
流
沙
」
に
並
び
立
つ
パ
ミ
ー
ル
高
原

を
指
す
称
で
あ
る
。
そ
の
後
の
「
側
匿
」
は
畳
字
部
に
属
す
べ
き
項
目
と
思
わ
れ
る
が
、
見
出
し
字
に
「
私
曰
」
の
記
述
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
黒
川
本
の
書
写
時
或
い
は
以
後
に
私
に
追
加
さ
れ
た
語
で
あ
ろ
う
か
。

　

色
葉
字
類
抄
に
お
け
る
「
国
郡
」
の
採
録
が
主
に
和
名
類
聚
抄
の
国
郡
部
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
峰
岸
（
一
九
六
四
）
ほ
か

藤
本
（
二
〇
一
三
）
に
詳
し
い
論
考
が
あ
る
が
、「
名
所
」
に
関
し
て
は
採
録
基
準
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
三
宅
（
二
〇
一
〇
）
に

よ
れ
ば
、
三
巻
本
に
お
い
て
国
外
の
地
名
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
「
韓
（
カ
ラ
ク
ニ
）」「
奴
夷
国
（
ト
イ
コ
ク
）」「
流
沙
（
リ

ウ
サ
）」「
葱
嶺
（
ソ
ウ
レ
イ
）」
の
四
語
の
み
で
あ
り
、
国
内
の
地
名
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
但
し
「
韓
」
に
つ
い
て
は
、

黒
川
本
私
注
で
は
「
山
城
内
園
韓
神
也
」、
則
ち
大
内
裏
に
存
在
し
た
園そ

の
か
ら
か
み

韓
神
社
の
こ
と
と
さ
れ
、
異
国
を
指
す
も
の
で
は
な
い
可
能
性
が

あ
る
。
な
お
「
韓
」
は
管
見
に
入
っ
た
異
本
（
節
用
文
字
・
二
巻
本
色
葉
字
類
抄
・
天
理
本
世
俗
字
類
抄
）
い
ず
れ
に
も
共
通
し
て
掲
出
が

３　

中
田
祝
夫
・
峰
岸
明
編
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
に
総
合
索
引　

黒
川
本
影
印
篇
』
風
間
書
房

日
本
文
学
ノ
ー
ト
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あ
る
の
に
対
し
、「
奴
夷
国
」「
流
沙
」「
葱
嶺
」
は
三
巻
本
の
み
の
掲
出
で
あ
る
（
節
用
文
字
は
ト
・
リ
篇
闕
）。

　

少
な
く
と
も
、
こ
こ
で
別
の
部
門
に
挿
入
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
い
る
「
流
沙
」「
葱
嶺
」
は
、
明
確
に
異
国
の
地
名
と
見
る
こ
と
の
で
き

る
も
の
で
あ
り
、
国
郡
部
の
語
彙
と
し
て
明
ら
か
に
異
質
で
あ
る
と
言
え
る
。
当
初
の
編
纂
方
針
に
な
か
っ
た
異
国
の
地
名
が
前
田
本
の

書
写
よ
り
も
前
の
段
階
で
挿
入
さ
れ
、
特
に
「
流
沙
」「
葱
嶺
」
は
同
文
脈
の
同
類
の
語
と
し
て
、
同
じ
機
会
に
追
加
さ
れ
た
可
能
性
も
あ

ろ
う
。「
奴
夷
国
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
と
同
時
に
追
加
さ
れ
た
と
は
限
ら
な
い
が
、
ト
篇
に
既
に
国
郡
部
が
設
け
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、

別
の
部
門
に
「
国
郡
」
を
挿
入
す
る
必
要
は
な
く
、
既
存
の
〝
名
所
〟
の
末
尾
（「
鳥
部
野
」
の
後
）
に
追
加
さ
れ
た
形
に
な
っ
た
と
い
う

可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
、
偶
然
目
に
付
い
た
国
郡
部
の
問
題
に
つ
い
て
簡
略
に
纏
め
て
み
た
が
、
全
く
の
素
人
考
え
で
あ
る
上
に
、
ま
た
色
葉
字
類
抄
を
巡

る
浩
瀚
な
先
行
研
究
に
も
目
を
通
し
切
れ
て
い
な
い
た
め
、
見
落
し
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
編
纂
・
補
訂
の
過
程
に
つ
い
て
（
特
に
リ
篇

官
職
部
の
問
題
）、
御
教
示
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

参
考
文
献

石
塚
晴
通
（
一
九
九
九
）「
漢
字
字
体
の
日
本
的
標
準
」『
国
語
と
国
文
学
』
七
六
―
五

藤
田
夏
紀
（
一
九
九
五
）「
前
田
本
『
色
葉
字
類
抄
』
と
黒
川
本
『
色
葉
字
類
抄
』
の
漢
字
字
体
の
差
異
に
つ
い
て
―
伊
部
の
漢
字
―
」『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』

　
　
　
　

一
八
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灯
（
二
〇
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三
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葉
字
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『
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抄
』
の
関
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を
通
し
て
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」『
国
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と
国
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学
』
九
〇
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二
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岸
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九
六
四
）「
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葉
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類
抄
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と
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係
に
つ
い
て
」『
国
語
と
国
文
学
』
四
一
―
一
〇

三
宅
ち
ぐ
さ
（
二
〇
一
〇
）「
七
巻
本
『
世
俗
字
類
抄
』
に
増
補
さ
れ
た
「
国
郡
」
門
の
語
彙
」『
就
実
表
現
文
化
』
四

山
田
孝
雄
（
一
九
二
八
）『
色
葉
字
類
抄
考
略
』
西
東
書
房

調
査
資
料〈

短
信
〉
前
稿
の
訂
正
と
お
詫
び　
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に
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
国
郡
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『
色
葉
字
類
抄
一　

三
巻
本
』『
色
葉
字
類
抄
二　

二
巻
本
』
八
木
書
店
（
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
）／
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
に
総
合
索
引　

黒
川
本
影
印
篇
』

風
間
書
房
／
『
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
世
俗
字
類
抄　

影
印
な
ら
び
に
研
究
・
索
引
』
翰
林
書
房
／
『
節
用
文
字
』
白
帝
社

註　

引
用
に
当
た
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
原
文
の
漢
字
表
記
を
常
用
漢
字
新
字
体
に
改
め
て
い
る
。
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